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LHD外データ収集システム利用者による利用形態の現状と要望
Current status of usage style and request by an user of the data

collection system on outside of LHD
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高信頼性のあるデータストレージの利用，リモート
サイトからリアルタイムのデータ閲覧，データ収集 ·
閲覧環境の統一化，ユーザーの利便性向上，などを目
標として，核融合科学研究所 (NIFS)との SNET 共同
研究の枠組みで，京都工芸繊維大学が所有する逆磁場
ピンチ装置 RELAXのデータ収集・表示システムの構
築を行なっている．

RELAXプラズマ放電は，通常 2∼10分間隔で行わ
れる．これはキャパシタの充電や，コイル系の放熱に
よって制限されている．プラズマ放電毎に，各種磁場
計測，干渉計，トムソン散乱計測，分光器，コイル電
流などの計測データを Windows PC 制御の CAMAC
収集系を用いてデータ収集している．同時に，独自開
発ソフトウェアによるグラフ化を行う．各種校正係数
を用いて物理量に変換したのち，VPN を用いて，実
験室の収集用 PCから研究室のストレージに転送され
る．CAMAC データは，1 日で約 150 MB 程度であ
る. 上記に加えて，高速カメラのデータや，ゲスト的に
加わる計測器の信号取得を独立に行なっており，これ
らは各自の収集系から研究室のストレージに転送され
る．全体として，年間で約 500GB 程度の容量になっ
ている．
新しいデータ収集・表示システム実現の第一歩
として，京都工芸繊維大学の研究室にデータ転送
PC(raw2ana) を設置した．この PC では旧来のデー
タストレージから NIFSでの解析用データ形式への変
換を行い，SNETを通じて，岐阜にある NIFSの解析
サーバへのデータの移行と登録を行う．
現時点で，RELAX の放電データが，NIFS の解析

サーバに登録され，NIFS の表示システムを用いて外
部から閲覧できていることを示す．以下の図は，京都
工芸繊維大学の研究室のWindows PC から NIFS の
解析サーバに VPN を介してアクセスした様子であ
る．図 1は Analyze data client applicationでデータ
を呼び出したものであり，データの登録が行われてい

ることがわかる．現在は，RELAXの実験を開始した
2006 年からのデータの移行と登録が順次行われてい
る．図 2は NIFSで作成いただいた Pythonベースの
ビューアでデータを描画したもので，プラズマ電流，周
回電圧，周辺磁場，電子密度などの時間発展がプロッ
トされている．

Fig. 1: NIFS の解析サーバに登録された RELAX の
放電データの例．

Fig. 2: 種々の物理量の時間発展を描画したもの．

今後は，RELAX 実験室に新規に計算機を設置し，
実験に同期してデータから速やかに解析データを生成
し，NIFS の表示システムで放電波形を表示すること
ができるようにすることを目指す．


